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問い合わせ 学校教育課（☎508212）
 東中学校（☎㉒0761）

　東中学校

　東中学校には、歴史ある活動としてJRC・ユネス
コ委員会があります。委員会では生徒会が中心となっ
て全校生徒に呼びかけ、アルミ缶・ペットボトルキャッ
プの回収を行っています。また、福祉施設への車い
す寄贈を目標に、資源回収の強化期間「チャリティー
WEEK」を実施しています。さらに、ユネスコスクー
ル認定校としてSDGsにも着目し、授業やお昼の放送
で資源回収やリサイクルについて取り上げ、資源回
収から持続可能な社会づくりを意識できるように学
習しています。PTAも地域の人からの依頼を受けて、
段ボールやペットボトルの回収を年に数回実施して
います。このように学校・家庭・地域など、毎年多
くの人が関わっています。
　これらの活動を通して、生徒が自分たちの生まれ

～地域とのつながりを大切にした取り組み～

育った地域の大切さを再認識し、地域に深く根ざして
いくことを願っています。今後も「地域と共にある学
校づくり」に取り組んでいきます。

資源回収の様子

　モバイルバッテリーやスマートフォンなどに使われているリチウムイオン電池は、使用時や廃棄
時の火災が頻繁に発生しています。可燃ごみや不燃ごみとして排出すると、収集車や処理施設で発
火する恐れがあります。国では、リチウムイオン電池は「賢く選ぶ」「丁寧に使う」「正しく捨てる、
そして資源循環」が重要であるとしています。また、火災事故への対策強化として、2026年４月か
らはリチウムイオン電池を取り外せない一部の製品について、メーカーなどに自主回収・リサイク
ルの体制整備が求められることになりました。リチウムイオン電池は小型で見分けにくく、他のご
みの中に紛れ込みやすいものです。ごみとして排出するときは次の回収ルートを利用してください。
▷メーカーや販売店に確認
▷家電量販店などに設置されているリサイクルボックスを活用
▷透明なビニール袋などに入れて、収集所の赤いカゴに「有害ごみ」として排出。雨天は不可。配
線や端子はビニールテープなどで絶縁。ただし、変形・膨張したものは収集所には出さず、清掃セ
ンターへ直接持ち込み
　「リチウムイオン電池が使用されているかもしれない」と思ったときのひと手間が、事故の防止に
つながります。安全なごみ処理のため協力をお願いします。

第２回　リチウムイオン電池は正しく排出してください

ごみを減らす・分ける・生かすごみを減らす・分ける・生かすごみを減らす・分ける・生かすごみを減らす・分ける・生かす
―安心して生活できる環境を次世代へ―

充電することで繰り返し利用
できる右記のようなもの

〈リチウムイオン電池が使用されている製品の例〉

スマートフォン　モバイルバッテリー　携帯用扇風機　ワイヤレスイヤホン
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桜のトンネルで春を感じて

羽咋市・千路町で桜が見ごろ
羽咋市千路町の古永建設敷地内の庭園で、
シダレザクラが見ごろを迎えました。庭園
はシダレザクラやキクザクラ、八重桜など
10種類以上の約150本もの桜が咲き乱れる
羽咋市の桜の名所の一つであり、市民にも一
般開放されています。
木のチップが敷かれた散策路の「桜のトン
ネル」を堪能しようと、県外から訪れる人も
多く、観光客でにぎわう場所です。
庭園はシダレザクラが目玉で、まるで桜の
シャワーのように花が降り注ぎ、花の美しさ
と迫力を間近で感じることができます。
藤岡市の皆さんも、ぜひお花見の時期に足
を運んでみてください。

桜を楽しむ見物客
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